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【各プロジェクトの取組状況を踏まえた成果と課題】

2030年の⻑野県のあるべき姿や将来像を想定し、そこから振り返って、今何をすべきかを
考え、「チャレンジプロジェクト（CP）」として中・⻑期的視点で取組を実施しました。

CP４ 美しく豊かな木と森の⽂化の再生・創造
＜取組内容＞
• ⽊や森を活かす人づくり
• ⽊や森と人とのつながり

の再⽣・創造
• 森林などの地域資源で自

⽴した社会の構築

＜取組成果（抜粋） ＞
• 木曽地域３校連携推進会議（ﾌｫﾚｽﾄﾊﾞﾚｰ構想の⼀環）を設置
• オフィスや店舗等の⽊質化の推進
• サントリー⼤町⼯場との連携
• ⾥山整備利⽤地域が105地域に増加

＜課題＞
• ⽊材利⽤の⼀層の促進、⽊曽谷・伊那谷フォレストバレー構想によるイノベーション創出

CP２ 共創を促進するイノベーティブな産業圏づくり
＜取組内容＞
• ⼤学等を核とした共創ク

ラスターの形成

• 次代の産業構造構築に向
けた⽀援体制の強化

＜取組成果（抜粋） ＞
• 信州ITバレー構想の推進
• ⻑野県産業振興機構の発足

• 信州スタートアップステーションの開設

• Foodラボ、５Gラボ等の⽀援拠点を整備

＜課題＞
• ⼤学等との連携による地域におけるイノベーション・エコシステムの形成に向けた更なる取組が必要

CP１ ⼈生を豊かにする創造的な「学び」の基盤づくり
＜取組内容＞
• 地域と学校が⼀体となっ

た⼦どもたちの学び⽀援
• リアルとバーチャルのベ

ストミックス
• アート＆スポーツによる

学び

＜取組成果（抜粋）＞
• Learn by Creation NAGANOの開催

• デジとしょ信州（市町村と県による協働電⼦図書館）の開設

• 信州アーツカウンシルの設⽴

• 演劇の手法を活用した学びの推進

＜課題＞
• アフターコロナにおける「学び」、国スポ・全障スポ開催後を⾒据えたスポーツ⽂化の創造に取り組む必要

CP３ 未来に続く魅⼒あるまちづくり
＜取組内容＞
• 「信州地域デザインセン

ター」を設置し地域のま
ちづくり・まちづかいを
⽀援

＜取組成果（抜粋） ＞
• 信州地域デザインセンター（UDC信州）の設置

まちづくりの⽀援実績
56案件（33市町村）

＜課題＞
• 県内に魅⼒的な公共空間の創出、まちづくり人材の育成
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【チャレンジプロジェクト全体の総括】

【しあわせ信州創造プラン3.0への展開】

• 信州地域デザインセンターの開設が実現するとともに、⻑野県産業振興機構が発⾜したほか、
デジとしょ信州（市町村と県による共同電子図書館）の開設が実現するなど、具体的な成果
を上げることができた。

• しかしながら、CPを進めるに当たり、東日本台風災害や新型コロナウイルス感染症の影響
を⼤きく受け、進捗に困難をきたしたほか、計画策定段階では構想レベルであったため、具
体的な事業の構築にまで至らなかったものがあった。また、プロジェクトチームと既存組織
との関係性が曖昧だったため、企画⽴案や実⾏に組織⼒が⼗分生かせなかったケースがあっ
た。

• CPの中でも更に踏み込んで取り組むものについては、プラン3.0の新時代創造プロジェクトに
引き継ぐ。
（例）・フォレストバレーの形成➡「人口減少下における人材確保プロジェクト」の⽊曽谷・伊那谷フォレ

ストバレーの形成
・クリエイティブ・フロンティアの創造➡「輝く農山村地域創造プロジェクト」

• その他のCPで掲げていた、アート＆スポーツによる学びや⻑寿社会を⽀える医療・介護の追
求などは、プラン3.0では施策の総合的展開の中で実施していく。

CP６ ⼈生のマルチステージ時代における多様な生き方の⽀援

＜取組内容＞
• 複線型・多段化の

働き・学びの⽀援

• クリエイティブ・
フロンティアの
創造

＜取組成果（抜粋） ＞
• リカレント教育の推進

（講座・訓練の実施、学びの総合ポータルサイト構築等）
• テレワークの促進
• 特定地域づくり事業協同組合認定数２件（⽣坂村、小谷村）

• 信州回帰の加速化
2022年度移住者数は過去最⾼を更新（3,334⼈）

＜課題＞
• 「学び」「起業・就業⽀援」に関する施策をマルチステージ・シナリオを⽀える視点で再評価し、必要な施

策を提案する必要

CP５ 安心できる持続可能な医療・介護の構築
＜取組内容＞
• ⻑寿社会を⽀える

医療・介護の追求

• 健康⻑寿世界⼀の
実現

＜取組成果（抜粋） ＞
• 医療、介護、健診データを活⽤し「医療費適正化推進分析事業報

告書」を作成。市町村職員などに対する研修を実施し、延べ420名参加

• 遠隔医療設備の導⼊⽀援などにより、先端技術を活用した医療・
介護提供体制の整備を推進

＜課題＞
• データや先端技術の更なる活⽤も含め、⾼齢化や新興感染症のまん延など社会の変化に対応した医療・介護

提供体制を整備する必要
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